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る
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で
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持
す
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荷
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猓
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た
る
な
一 

&

o
少
ド
ア
の
戰
勝
を
指
し
て

】
大
學
敎
授
曾
て
言
へ\ 

る
?>
6
.

「

»
逸
の
小
學
校
敎
師
が
戰̂

勝
て
る
な
.ぅ」

j 

s

o
夫
れ
之
を
謂
へ
る
も
の
かo

1方
に
於
て
協
_
を 

駆
し
他
方
に
於
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化
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融
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濟
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藏
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手
甘
る
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年
末
の
時
事
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ず
る
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れ
ば
、
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噂
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り
し
我
政
府
の
筒
易
保
險
法
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、
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案
の
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稿
を
見
る
に
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た
る
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府
は
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に
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會
に
提
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す
る
に
先
も
，
世
論
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批
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聽
く
の
趣
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を
以
て
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生
命
保
險
協
會
、
社
會
政
策
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諸
糊
體
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送
附
し
？
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見
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徵
せ
る
に
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分
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險
業
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蒙
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せ
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介
し
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る
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す
る
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ず
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る
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反
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れ
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得
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翡
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す
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營
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論
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し
て
"

斯
る
保
險
は
國
民
の
多
數
が
'

工
場
勞
働
者
な
. 

る
場
合
に
.は
其
生
活
狀
態
の
必
要
ょ
能
く
發
達
す 

可
し
ビ
_

、
.國
民
の
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數
が
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場
勞
働
者
に
偏
せ
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且
つ
家
族
制
度
の
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風
存
す
'る
所
に
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6
て
は
、
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レ
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て
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大
に
行
は
る
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も
0

に
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會
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業
地
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に
於
て
淇
必
要
を
認
む
る
も
の
あ
ら
ん
も
，
國
民
全
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し
て
は
，
左
程
之
れ
が
^
要
を
感
ず
る
も
の
に
わ
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ざ
る
.な
ぅ
、
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つ
て
此
の
如
き
事
業
は
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場
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等
の
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到
な
る
注
意
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て
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せ
ら
る
、
所
の
民
問
保
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會
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を
し
て
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を
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足
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鐵
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措
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な
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潜
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總
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範
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反
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範
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■

が
生
.命
保 

險
協
會
の
主
張
に
賛
成
し
_

き

所

以

，
に

し

て

，

彼

の 

「

我
邦
の
如
き
に
わ
4

て
は
、僅
か
^

大
都
會
工
業
地
方

\

 

に
於
て
其
必
耍
を
認
む
る
も
の
あ
ら
ん
も
"
國
民
全
體 

Vし
し
て
は
*

程
之
力
^

要
を
感
t'
る
も
の
it
?)
ら
ざ
.る

| 

な

S

云
ふ
說
の
如
き
は
、
萬

1

簡
易
保
險
の
民
營

\ 

を
僥
倖
し
得
れ
る
其
_

に
於
て
、
勸
誘
區
域
を
大
®
會 

H

業
地
方
に
限
る
よ
h

し
て
ノ
蒙
る
可
き
世
，間
の
非
難| 

を
、.
豫
め
防
ぎ
嚴
く
用
意
ど
し
て
か
.、
若
く
は
事
實
を 

I

の
前
it
誣
ひ
て
營
業
權
全
部
を
政
府
の
手
裡 
よ
-

Ov 

ノ
 

辭
は
ん
ど
す
る
ロ
實
>/

」

し
て
は
'格
別
、
其
外
R

は
呵

等

一
 

a

o
可
き
®

義
6

る
こ
？J 

な
き
^'~c\ 

o

猶

：
ほ

此

處

に

1

言
附
加
し
®
く
可
き
は
、
從
來
の
統 

計
上
の
數
宇
が
：
此
種
保
臉
の
契
約
は
、
悉
く
大
都
會 

工
業
地
方
に
集
中
す
？
云
ふ
事
實
を
語
る
こビ

P
P 
^

第
七
巍
：

1.

1
G

す
を
も
0
暴
は
偶
'ま
勸
誘
農.
其
他
1
般
费
用
の.•
關
_
ょ 

ら
、
打.
算
し
て
y

勸
雜
區
域
を
慕
集
に
便
宜
な
る
都，# 

地
エ
業
地
^
限
办
^
ふ 
>
>興
自
然
の
結
果
を
語
る̂
± 

i

p

n

此

等

地

域

以

外

の

國

拔

は

"

斯

る

保

險

の

必

要
 

を
感
す
^
も
の
R
6
&
中
s
^
ふ
が
如
き̂

t
は
、
毫. 

も
^
を
指
示
す
る
も
の
にp
r
s
s
f'

VJ
云
ふ
こ
VJ
之
气
な. 

ト
、
蓋
し
此
る
賭
易
き
道
理
を
認
め
ず
し
て
、
級
計
上
：
 

の

數

字

を

濫

用

し

"
：
是

れ

...簡

易

保

險

の

必

要

が

"

大

都 

會H

業
地
方
に
限6

て..
存
在
す
る
證
左
ぼ
り
、
ど
說
き
. 

去
ぅ
て
、
實
は'自
ら
順
還
論0
娛
8

に
陷
$

つ
、
わ
る. 

を
知
ら
ざ
る.
世
間
に
必
無
を
期
し
難
け
れ
ば
な&
?

•  

III

生
命
保
險
協
會
が
、
簡
易
保
險
を
官
營、 /

J

す
る
ビ
き
. 

は
、
旣
說
歡
關
を
^

用
し
得
る
が
故
^
、
經
费
に
於
て 

多
.大
の
r

約
を
な
し
得
可
し
9
J
Sふ
、
政
府
侧
の
中
|張 

を
攻
擊
す
る
に
當
り
て
、
此
種
保
險
は
決
し
て
片
竿
間. 

仕
事
？
し
て
"

經
營
し
#

る
も
の
.に
办
ら
ず
ビ
し
て
、 

政
府
0

過
度
な
る
樂
觀
に
、
.警
吿
を
發
せ
ら
れ
た
る
點

は
"

佘
锻
も
亦
た
同
感
す
る
所
な
れ
ど
も
觅
&

に
"

論
： 

步
に
進
め
て
、

「

旣
設
機
關
に
於
て
斯
く
冗
員
を
置
き 

赘
物
を
抱
擁
し
届
れ
b

や
。
果
し
て
然
&

ん
に
は
、
國

. 

•民
ミ
し
て
は
"

寧
ろ
速
や
か
に
之
を
淘
汰
し
*
之
を
整 

评
せ
ら
れ
ん
こ
-̂
を
盟
ま
す
ん
ば
わ
ら
-ず
云
々」

マ

」

說
一 

か
る
>

に
茧
り
て
は
"

余
钺
は
其
餘
&

に
大
‘膽
な
る
放 

■言
を
、
敢
て
せ
ら
る
、
に
喫
驚
せ
ざ
..る
を
得
ざ
る
な
.
一
 

6

°

蓋
し
政
府
が
"

旣
設
機
關
の
利
用
ビ
い
ふ
"
其
機 

關
な
る
も
の
は
、
主
し
て
郵
便
事
業
に
關
聯
す
^
-
も
一 

の
な
る
可
し
^

察
せ
&

る
、
が
>
斯
る
機
關
の
抱
擁
す 

.る
設
備
は
、
與
時
々
の
需
用
に
應
じ
て
、
自
由
自
在
に 

:

伸
縮
し
得
る
も
の
に
わ
ら
す
、
多
く
は
最
高
需
要
に
近 

き
點
を〖

標
準
ど
し
て
、
平
時
ょ
ぅ
設
備
を
な
し
置
{
の 

必
要
わ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
平
時
に
於
て
、
其

人

員

\

 

其
他
に
多
少
の
餘
裕
を
見
る
こV

J

わ
る
も
、
其
は
必
し 

も
冗
員
贊
物
ビ
云
ふ
可
き
に
あ
ら
ざ
る
は
、
阿
人
も
首 

肯
す
る
處
な
從
つ
て
政
府
.が
既
設
機
關
の
利
用
を 

去
々
し
れ
う
マj

て
、.
其
は
別
に
怪
し
む
べ
き
に
*
&
中

否
國
民
^
し
て
は
、
寧
ろ
之.
れ
を•
歡
迎
す
可
き
なh-
o 

然
る
に
此
遨
理
を
知
て
か
識
ら
ず
か
、
敢
て
、t&

な 

h
淘

汰

す

可

し
"
赘
物
な
ぅ
整
理
す
可
し"

ど
叫
び
、
 

通
信
交
通
機
關
の
如
き
に
は"
右
の
如
き
特
色
3>
る
を 

知
S
ざ
る
世
人
の
前
に
、
聞
立̂

き
言
辭
を
弄
せ
&
る 

其
眞
意
は
果
し
て
那
邊
に
存
す
可
き
や"余

！
！

の

解

す 

る
に
苦
し
む
處
な0
0

坐
命
保
^

^

會
が
、
官
營
を
非
雛
せ
^

る

、
に
際
し 

我
邦
官
僚
辕
の
事
務
に
迂
く
し
て
ヽ
爲
に
失
敗
を
招
く 

こ
？

J

往
.々
な
る
を
"
指
摘
せ
ら
れ
た
る
點
は
、
確
か
に 

頂
門
の1

針
た
る
.可
く
し
て
、
政
府
當
局
者
の
大
に
戒 

愼
を
加
ふ
可
き
必
喪
ゎ
を
は
"

疑
ふ
可
か
ら
ず
^
雖
も 

然
か
も
官
業V

J
.

云
へ
ば
、
必
&

す
失
敗
に
終
る
か
の
如I 

く
、
說
き
去
ら
る
！
！
は
、
十
把
一
朿
的
の
暴
論
に
墮
ち 

れ
る
の
嫌
な
か
る
可
&

ゃ

、':
佘

輩

の

大

に

疑

ふ

所

な

れ 

ど
も
、
此
は
暫
く
論
外
に
措
く
だ
し
て
"

此
處
に
は
"

英
米
兩
國
民
が
ヽ
此
種
生
命
保
險0
私
企
業
的
經
營
を

I
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九
怨
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八
〇
六)

雑

錄

、—
g

l
i

m

虫
命
霞

許

'^
^

る
に
依
办
て
1

如
何
な
る
結
果
を
收
め
つ
.
/
^
^

6

や
、

' 

其
實
躜
を
撮
錄
し
て
自
ら
後
日
の
參
考
に
資
せ 

ん
V

J

欲
す
。

焚
國
の
產
業
保
險(

Industrial 

i
n
s
u
r
a
n
c
e

 

y

し
稱
す
、 

今
假
6

R
淹
業
保
險
ど
_

し
置
く)

に

就

而

"

最

近

シ

一
 

ド
ユ
ィ
グ
文
ッ
ブ
氏
が
、
調
査
報
告
せ
る
所
に
.依
れ
ば 

合
衆
王
國
內
R

現
存
す
る
產
業
保
險
契
約
件
數
は
"
大 

約
四
千
萬
化
近
く
、
每
年
の
新
契
約
件
數
は
、
九

百

莴

| 

乃
至
1
千
瀉
の
間
に
わ
ぅ
て
"
十
ニ
ヶ
月
間
に
集
ま
る
一 

保
險
料
金
額
合
計
は
、i

1

千
萬
.礎
を
下
&

ず
、
英
國
保 

險
會
社
の
筆
頒
た
る 

P
r
u
d
e
n
t
i
a
l

 A
s
s
u
r
a
n
c
e

 C
o
m
p
a
n
y

 

の
如
き
は
、

一
手
に
て
能
ぐ
八
西
萬
磅
の
保
險
料
金
を 

集
め
得
る
ビ
云
ふ
o

英
國
產
業
保
險
の
盛
大
眞
に
以
て 

驚
く
可
く
、
我
邦
生
命
保
險
業
者
の
乘
涎
' 

正
さ
に
三
一 

千
丈
な
る
可
し
ミ
雖
も
、
然
か
も
此
は
反
而
の
事
實
に 

し
て
、
其
他
面
に
は

(

铞
苹
會
社
典
他
の
龆
體
ふ
リ
發
行
せ
ら
る
保
險
新
契
約
證
猙

約
l

〇
、〇
〇

o

"
 

〇
〇
〇

#

第
七
號

.

1

ニ1

其
中
.死
で
又
は
滿
期
の
爲
め
文
拂
夺
受
く
る
證
券
の
數
は

一、〇
〇

o

、〇
o

p

浓
滿 

涫
效̂

る
他
險
證
券
と
し
て

#

績
す
る
数
は(

自
山
説

#

4 .

含
め
て

}

三
，〇

0

〇
、〇
〇

0

泶
黻

な
り
、
故
に

製
的
上
の
效
カ
か
炎
ふ
保
險
證
券
の
數
I t

少
く

と

i

' 

,

六
、〇
〇

0

、0

〇
〇
以
上

マ

J

な
る」

o
換
言
す
れ
ば
、
新
條
險
契
約
の
少
く
、

/
J

も
六 

割
以
上
は
失
效
ビ
な
る
、
£

云
ふ
恐
る
.可

き

.
晴

黑

面

の
 

之
に
伴
ふ
も
の
あ
る
を
知
&

ば
"

W
た
び
愕
然
、/し
し
て 

轉
た
，
現
實
暴
露
の
甚
だ
し
き
に
嘆
せ
ざ
る
を
得
ざ
る 

可
し
。
而
か
も
驚
く
可
き
は
單
に
此
l

^

R止
ま
&
ざ 

る
な
ぅ
、
乞
ふ
先
づ
左
のI

表
を
見
ょo

收
納
せ
る
保
險
料 

1

六
、六
九
〇
、九
三
'七
磅 

,

治L
i

對
し
支
出
せ
る
.
經
昝
费

 

七
、
三
三

0

、〇
0

芄
磅 

.

即
ち
經
赀
の
保
險
料
1 «

對
す
る
割
合
は
四
割
三
分
九
妞
强

. 

保險金支柳額：
：

.

六
、
八
四
四
、
八
ー
三
磅 

.

經
髅
毀

. 

七
，三
三
〇"

〇
〇
‘
五
磙 

合
針
交
出
'

1

叫
'

七
凼
、
八
ニ
/\
-
碑

.

.

.

故

！

I
,

ぃ

合
，散
支
出
に
對
す
^
傑
險
金
交
拂
額
の
割
合
は
四
削
八
分 

經

靈

.

の.

割

合

は

2£
割
ニ
分 

と̂

る」

、2

九
1

1〗

1

年
度
英
政
府
の
統
骷
に
侬
る)

0

次
に
此
崁
の
示
す
處
R

基
き
、
保
險
料
ど
し
て
收
鈉
す 

る
谷
十
圆
に
付
き
、
收
支
の
剧
合
を
算
出
す
れ
ば
b 

』

fi
l

l

0.

保
険
料
收
入 

一0

、〇
. o

準
備
‘命
褙
立 

プ、五
六

.

.

保
險
金
支
拂
額
四
、〇
5 £

經
铙
赀 

四
、
ー
ー
ー
九 

合
前

 

一0

*

0

0

合
訃 

一0

'

0

0

ビ
な
る
、
英
國
康
業
保
險
の
高
價
な
る
こ
ビ
、
又
ft
以 

て
見
る
可
き
に
わ&
ず
や
、
乃
ち
前
に
述
べ
た
る
失
效 

保
險
證
券
續
出
0
事
實
S

合
せ
て
”
英
國
產
業
保
險
に 

伴
ふ
、驚

®
:

す
可
き
大
な
る
黑
點
ど
な
す
所
以
な
6

0 

米
國
の
實
例
も
、
此
ビ
同
檨
に
し
て
何
等
礙
る
所
な 

き

は

、

，

ピ

ノ

ー

氏

が

、

其

蓍

祉

.
<
|
險̂」

中
に
說
く 

所
に
徵
し
て
、
之
を
知
ぅ
得
可

し

、

即

ち
氏
の
計
箅
に 

據
れ
ば
、
米
國
に
於
て
年
々
失
效
す

る保
險
證
券
の
割 

.合
は
、
六
割
三
分
に
上
ぅ
"

經
營
S

0
保
險
料
收
X

に 

對
す

る©]
合
は
、
四

_

を超
過
す
v
h
Kふ
o
.

_

英
米
雨
國
民
が

I

數
十
年
來
產
業
保
隞
の
經
營
を

". 

民
業
に
託
す
る
に
使

&

て
得
た
る
經
驗
、

.3E

さ
に
斯
の 

如
し
ビ
す
れ
ば
、
新
れ
此
種
保
險
を

行
は
ん
ど
す
る
我 

邦
の
如
き
に
於
て
は
、
假
令
政
府
に
民
營
許
可
の
意
ゎ 

一
る
も
，
之
を
鼓
舞
獎

_

し

て

、官
營

S

せ

し
む
可
き
な 

る
に
、
今
や
然

&

ず
し
て
遂
，に
’
非
官
營
論
民
營
許
可 

|

論
の
主
張
せ

&

る
、
を
見
る
、
佘
锻
の
痛
嘆
に
堪
え
ざ 

一
る
所
以
な
6
0

.

一
或
は
日
く
、
簡
易
保
險
の
經
營
费
用
が
大
な
る
割
合 

を
占
む
.る
は
"

1

ロ
の
保
險
金
額
小
な
る
割
合
に
、
之 

が
勸
誘
费
用
は
却
つ
て
大
な
る
が
爲
め
に
外
な
ら
ず
、 

此
れ
眞
に
堀
點
な
れ
ど
も
ノ
然
炉
も
_
誘
費
の
節
約
を 

圖
れ
ば
、
加
入
潜
數
又
|2
,十
分
な
ら
ざ
る
の
慽
办
り
、

\

故
に
，此
は
S

ひ
を
得
ざ
る
處
な
し
て
、許容せざ

る
可
か
ら
中
ゝ
加
之
、
此l l
a

は〖 32

營
に
移
し
た 

て
ハ
遽
か
に
避
け
得
可
き
狀3>
ら
ず

:̂
0
先
き
に
引
用

せ
る
®
字
申
、
經

營

霧

額

會1

1
十

；
ニ

萬

零

五

磅

ビ

わ

る

，
"

如

e
g

は
r
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に
し
て
、
總
額
に
對
す
る
割
合
は
，

,

.

勸

勝

芋

数

料

31
.割
七
分 

,!般
锬
槊
设 

四
割
三
分
■‘

笑K

ふ
訐
箅
な
れ
ば
，
右
の
議
論
は
"

1
應
其
當
を
得 

た

し

て

、
承
認
せ
ざ
る
可
か
ら
す
ミ
雖
も
".然
炉 

も
、
其
は
政
府
が
保
險
勸
誘
の
手
段
ど
し
て
"
何
等
劃 

策
す
る
ど
こ
ろ
な
き
時
に
於
て
の
み
然
る
も
の
に
し
て 

躭
に
加
入
獎
勵
の1

法
ビ
し
て
、
割
增
金
制
度
を
採
用 

す
可
し
^

云
ふ
に
於
て
は
、
未
だ
遽
か
に
當
れ
6

ど
爾 

言
す
可
か
&

ず
、
.現
に
、
前
記
瑞
西N

e
u
c
h

匡

州

生
. 

命
保
險
法
は
、

1

九
〇
八
年
以
後
の
施
行
に
過
ぎ
ざ
れ 

ど
も
、
興
採
用
せ
る
割
增
金
制
度
好
評
を
博
し
た
る
爲 

め
？
®

に
被
保
險
適
齢
者C

十
八
才
以
上
の
男
女)

の
®
 

分
の1

を
網
*

し
了
6

た
ぅ
ビ
云
，.

ふ
o

最
近
の
實
例
も 

わ
る
な
か
o

節
易
保
險
法
案
を
評
す
る
潘
此
點
を
參
酌 

逸
考
す
る
R

於
て
は
ヽ
得
る
所
少
炉
&

ざ
る
可
し
o

第

七

號

一

1

四

生
命
保
險
協
會
侧
に
立
つ
者
は
、
或
は
此
點
に
腸
し 

て
も
說
を
な
し
て
、
.例
へ
ば
勸
業
銀
行
の
如
き| 

ニ
の 

特
權
會
社
を
創
立
せ
し
め
"

此
#
社
を
通
し
て
割
增
金 

を
附
與
す
る
こ
ど
>

せ
ん
に
は
"
同
樣
の
結
果
を
收
め 

|

得
可
き
が
故
に
"

故
&

に
官
營
ビ
.な
す
必
要
な
し
ビ
言 

は
ん
乎
、
而
し
て
自
家
.©
利
益
吸
收
R

專
&
な
る
の
人 

\ 

士
は
"

或
は
是
れ
即
好
個
の
妙
案
な
h

マ

j

て
、
蔽
ち
に 

賛
成
の
意
を
表
せ
ら
れ
ん
乎
"
な
れ
ど
も
、
是
れ
を1

般 

國
芪
の
見
地
ょ
ぅ
言
へ
ば
，
斯
る
計
書
の
下
に
會
社
利 

益
金
又
は
配
當
金
ビ
し
て
、
會
社
株
主
の
收
め
行
く
、
 

其
金
額
の
少
く
^

も

1

部
分
は
、
直
接
國
民
の
懷
ょ
h
 

一

移

し

て

會
It
株
主
の
財
囊
中
に
置
く
マ」

毫
も
興
る
處 

な
く
"

只
其
手
段
の
迀
囘
的
な
る
丈
け
"
竿
數
の
煩
雜 

一
を
增
す
相
違
の
嘯
む
可
き
も
の
わ
る
の
み
、
然
れ
ば
强 

ひ
て
此
點
を
主
張
せ
ん
ど
す
る
人
士
に
對
し
て
は
、
:余 

_

は
寧
ろ
率
直
杞
"
:國
民
の
前
杞
其
帽
子
を
廻
は
さ
る 

>

の
、
遙
か
に
簡
便
な
る
旨
か
、
又
は
政
府
に
向
つ
て 

.
簡
易
保
險
の
官
營
を
認
む
る
*

代
償
^

し
て
、
年
.々
若

n

3

\)

笛
汆
隨
场
保
險
法
案
に
對
す
ろ
生
命
保
險 

肖

ブ

范

(

八
C

八
；> 

索

ぁ
協
會
の
批
評
.を
讀
み
て

勸
魏

.

手
数
料
’ 

四
、
一
芄
八
、四
四
九
織 

1

般
铵
漿
毀 

1
1
r
.

一
七V、

芄
五
.
六
磅

干
金
を
民
間
一
部
の
企
業
家
に
附
與
す
可
し
マj

耍
求
じ 

政
府
ょ
り
逆
に
營
槳
稅
を
徵
せ
ら
る
>

の
、
遙
炉
に
痛 

快
事
た
る
旨
か
"
を
吿
げ
ん
マ」

欲
す
。

以
上
述
ぶ
る
所
に
依
り
て
、
佘
锻
は
生
命
保
險
協
會 

の 
> 
節
易
保
險
官
營
反
對
論
は
多
く
の
點
に
於
.て
其
理 

曲
な
き
旨
を
說
き
得
れ
ぅ
^

信
ず
"
然
か
も
其
は
直
ち 

R

政
.府
案
全
部
に
翦
書
す
る
の
意
に
?>
ら
す
1

否
修
正 

追
加
の
鹽
む
可
き
も
の
少
く
ど
も
ニ
三
點
は
?>
&

ん
(£

思
#

す
、
乃
ち
記
し
て
骰
案
潜
の
苒
考
を
促
さ
ん
^

欲
'

1

、最
高
金
额
の
制
限
を
引
上
ぐ
る
こ
社
會
政
策 

の 

一
 

©
 

Vj 

し
て 

S
u
b
s
i
d
i
s
e
d

 

v
o
l
u
n
t
a
r
y

c/tate 

life 

ins­

u
r
a
n
c
e

 

を
行 
ふ 
以
上
は
" 

1

に
は
寡
婦
孤
兒
の
生
計
維| 

持

を

以

て

？
又

i

に
は
"

身
老
境
に
入
つ
て
賴
る
可
き
一 

の
子
女
資
產
な
き
潘
の
餘
生
安
固
を
以
て
"

其
主
服
^

す
可
き
こ
ビ
勿
論
な
^N、

而
し
て
典
幾
何
金
を
以
て
足

じ
で
、
高
低
樣
々
な
る
な
れ
ば
，
此
目
的
を
以
て
す
る 

保
險
金
额
に
制
限
を
附
じ
"

自
由
に
各
個
.の
事
情
に
適 

應
す
る
を
得
ざ
&

し
む
る
が
如
き
は
、
本
來
爲
す
可
き 

に
あ
ら
す
、
册
ち
努
め
て
之
を
避
く
可
き
な
れ
と
も
• ' 

j

然
か
も
世
，間
の
實
際
は
"

複

雜

至

極

に

し

て

"

時

に

理
 

論
其
儘
の
實
施
を
許
さ
く
る
事
情
な
き
に
わ
ら
ず
、
是
. 

ノ
れ
理
論
の1

賞

，に

多

少

の

讓

步

を

な

し

"

因

て

以

て

世
 

間
實
際
の
事
情
ビ
、
調
和
を
圖
る
所
以
な
る
が
"

併
し
. 

其
讓
步
に
は
自
ら
限
度
6

ぅ
•て"

本
來
の
趣
旨
を
沒
却
. 

せ
ざ
る
範
圍
に
止
む
可
き
は
、
言
を
俟
忆
ざ
る
な
6

0 

政
府
が
、
簡
易
保
險
の
最
高
金
額
を
ニ
百
五
十
圆
に
限 

定
せ
る
は
、
此
見
地
ょ
り
す
れ
ば
、
其
度
を
失
し
れ
る
' 

も
の
な
ぅ
。
民
間
企
業
家
の
懷
勘
定
を
過
重
し
"
保
險 

案
本
來
の
趣
'旨
目
的
を
犠
牲
に
供
せ
ん
ビ
す
る
大
失
能 

な
ゲ
。
政
府
當
局
者
が
彳
本
邦
普
通
生
命
保
險
の
平
均
-

額
ぐ」

し
て
ノ
表
示
す
る
處
に
依
れ
ば
？ 

'■
 

れ
^S

ビ
ず
可
き
が
は

"

下
級
民
の
間
に
あ
て
も

" 

.年末現在契約新契約
 

.
1
定
の
檩
準
あ
る
に
あ

&

ず
、

1

身

1

家

の

事

情

に

應
.
明
治
四
十一

年

•

四

〇

ニ

圓

四

九
四

,

I

#
 

(

八
§

.

雜

錄

—
l

l
l

l
m

i

保
做
，

：
.第

七

號

I

K



笫

九

怨(

八

0

 

,

四
十
！

U

年 

同
.
四
十
四
铜
'

人

5E
56
年

五

三

‘
七
 

六
八
九 

同

：
：

二

年

五

七0:

.

六
九
八 

な
る
^

故
に
* 

.節

易

保

險

の

最

高

金

額

は

"

牟

末

現

在
 

契
約
及
新
契
約
の
何
れ
に
比
較
す
る〜

翁
か
に
下
位 

t

i

f

<

r

前
^

ど

の

比

較

は

四

十

因

年

以

後

の

.
一
一
分 

の1

以

下

、

後

潘

ど

の

比

較

は

.
"
四

十

ニ

年

以

後

の

ニ
 

分

の1

に

足
&

ざ

る.な

ぅ

、

即

ち

必
3?
以

上

の

！
！
步

を
 

な

し

た

る®
乾

た

る.、

其1

方
re
於

て
"

我

邦

©

生

活 

程

度

如

何

に

低

し

ど

す

る

も

、
.
ニ

西

茧

十

圆

の

小

額

に
 

て
は
，
到
底
當
該
保
險
本
來
の
趣
旨
2
3
1的

を

"

確

保

し
 

難
し
ビ
言
は
ざ
る
可
か
&

t'
o
,生
命
保
險
擄
會
が
、

I
 

ヵ
に
死
^

時
^

於
て
趣
敦
费
を
供
す
可
き
、
小
额
保
險 

マ

j

叫
稱
す
る
は
、
自
&

識
ら
ず
.し
て
、
此
間
の
消
息
を 

遨
破
せ
る
も
の
な
，办
、
乃
ち
余
锻
ば
フ
政
府
案
が
今
猶 

1-
4

|
'個
の
法
案
た
る
.に
過
ぎ
ざ
る
好
機
$

し
、
此
點
，に

-
i .1

六

關
ず
る
規
定
を
修
疋
し
、
最
高
金
_

の
制
限
を
、
少 

も
五
百
圆
R

上
さ
ん
こ
ミ
を
希
羧
せ
ん
ヾ」

欲
す
9 

ー1

政

- ^
當
局
^

の
注
意
を
促
さ
ん
^
す
る
節
ニ
の 

r

は
、
保
險
來
の
滞
納
叉
は
中
.止
ょ
.
6生
^

る
^

效
#
 

|

險
證
券
に
對
し
、
少
くV

J

も

f

般
保^

<
1
2

釉
以
上
の
便 

益
を
附
與
す
る
0-
-
擧
に
出
で
&
れ
ん
こV

J

是
：れ
な-CNO 

I

保
險
證
券
の
失
效
R

依
6

て
、
個
々
の
加
入
*

が
.受
く 

可
き
金
餞
上
の
損
失
は
、
槪
し
T

小
額
k

JI
:
る
可
け
れ
. 

咚
此
點
に
於
け
る
余
輩
の
中
；張
か
%'
冷
笑
中
に
葬
£
, 

ん
H*
-
Jす
る
人
士
、
少
か
&

ざ
る
可
し
ビ
雖
も
，
' 
其
は
皮
.. 

等
の
鈉
入
す
る
保
險
料
金̂

、

何

れ

ビ

も

'彼

等

の

興

小
-
 

き
財
布
の
中
ょ 
6
 殺
ぎ
た
る
：
>
. 現
在
の
幸
福
の
幾
部
分
' 

を
意
味
す
る
も
の
：
'に
し
て
、
彼
等
^

取
-

C
s

て
は
、

ン
數
圓
數
十
圆
の
價
徹
わ
ぅ
、
其
滯
鈉
和
山
は
"
办
し
も 

彼
等
の
.懈
怠
：
不
用
意
を
意
味
す
る
に
6

ら
ず
0

..實
に 

目
前
の
窮
迪
、
其
餘
裕
を
與
へ
ざ
る
が
爲
め
なh

o
c

r

 

思
は
ざ
る
の
結
果
に
し
て
"

|

度

思

ひ

を

此

處

に

，致

し 

此

小

额

の

紙

失
^

依

^

て

彼

等

の
S

く

る
&

理
：上

の

打
：：

5

)

雜
，
錄
 

保險

.

M

ニ 
八

：

$

3

f 

:

四
4

ハ

軍
：

五
九
八 

五
〇

0

.

六
四
五

肇
は
'

決
し
て
少
小
R

Jb
6

t
、
時
に
は「

將
來
0
.腐 

办」

|*節
約
1'
,;

「

貯
蓄
^
し
云
ふ

.，が
如
き
、
好
ま
し
き
思〔

想 

を
枯
死
せ
し
む
，る
の
力
わ
办
ゝ
時
に
は
又
れ「

彼
等
は
. 

保
險
i

.
の

失

效

，に

依
6

て
"

利
益
を
得
つ
、
わ
る
も 

の
な
6

J

.ビ
、
云
ふ
が
如
き
誤
办
れ
る
呢
姐
の
聲
を
ノ 

甘X

儘
我
同
胞
.の
'中
ょ
h

聽
く
、
ff
i

な

き

ら

f '
€
想 

到
す
れ
ば
彳
斯
の
如
き
は
保
險
契
約
.に
も
费
用
を
.喪
す 

る)
」

ミ

を

知

ち

ざ

：
る

翁

：
の

m
rf
R

m

t

^

w

會

ひ

.猞て 

、

冷

然

た

る

を

得

ざ

る

可

し

、

即

ち

余

輩

は

.此
主
脹
6
 

る
所
以
な
る
が
”

此
點
に
關
し
'好

個

の

：範

例

れ

る

可

し
 

->J 

思
«

る
’

>
は
 

V
O
H
C
S
^
r
s
o
r
g

al
'

.の
行
ふ
處
な
办
0 

V
d
k
s
&
s
o
r
g
e

は
、
獨
與
勞
働
赉
の
M

M
が
生
命
保
險 

の
便
、益
，を
圓
體
.各
愚
は
供
す
る
の
目
的
を
以
て
創
立
せ 

る
.も
®
'

H

し
て
、.
其
規
定
'に
依
れ
ば
"

假
令
歡
囘
_

 

料
を
納
入
し
^
る
の
み
は
て
、
以
i

れ
を
繼
鐵
せ
ざ 

る

f

 
>
某
原
因
が
貧
窮
其
他
已
む
を
得
ざ 

る
事
情
^
*
く 
V
Jき
は
、.
全
然
之
：を
.受
收
す
る
こV」

な
.
. 

i

s

f

 
_
 ニ
御
の
手
數
料
を
差
：f

"

k

i

_

«

之

を

現

金

：に

て

#

鹿

す

かV

又
_は

其
«

の

名

儀

^

て

务
 

を

貯

菩

修

行

に

预

入

し

"
：
«

通

帳

を

交

付

す

そ

の

使

摩
 

に
出
づ
ど
云
ふ
"

政
府
の
節
易
倮
險
に
於
て
"

之
れ
？ 

同
棒
な
，る
.便
宜
手
段
を
.見
る
を
得
ば
、,

國
民
を
利
す
る

'

|

處
少
か

&
.

ざ
る
可
し
ミ
し
て
、
佘
锻
が
希
擬
を
親
じ

#
.
: 

ざ
る
ビ
こ

.ろ
な
6
0 

\

猶
ほ
：间
じ
見
地
：ょ

し

.て
此
處
に】

菌
し
れ
き
は
、

\

被
保
險
者
が
契
約
後1.

年
未
滿
の
期
間
內
に
死
.
0し
れ
. 

る
時
は
.、
死』

し
の
時
i

で
に
.拂
a

む
可
き
保
險
料
の 
一J. 

分
の
一
を
ま
挪
ふ
、
ヾ

」

云

ふ

ホ
.*
0

«

£
な
れ
0
0

0

 

査
加
入
.を
許
す
ょ
6

來
る
可
き
弊
寄
を
防
ぎ
、
負
擔
の 

輕
減
.を
？

，は
、
興
S

當
ぱ
I

雖

，
も

、

保

險

料

0 

二
分
.の1

を
收
め
去
る
は
、
此
保
險
记
於
‘て
は
酷
に
失 

'

す
る
の
嫌
な
か
る
可
き
や
。
余
*

は
，此
場
合
R

於
て
も
‘ 

»

同
樣
.1

_

乃
至
'ー_
1
.
_の(

.手
數
料
を
楚
ぢ
き
た
.る
^

、
：
_ 

‘ 

其
殘
餘
は
#

戾
す
る
こ
:?
、
兮
.る
の
.可

な

る

を

.思
ふ
セ 

常
局
者
の
再
考
を
得
.ば
"

綠
に
.單
.に
佘
锻
の
滿
a

の
み
：，

な

ら

ん

や

：。
パ

1

(

八

ニ)
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5

m

^

/

政
府
當
局
齊
に
希
蓮
す
る
第
三
の
點
は
、
團
體
加
入 

の
便
法
を
槐
る
R

當
办
て
、
保
險
料
金
の
割
赋
、
其
他 

の
點
に
關
聯
し
て
生
ず
可
き
"

H
主
勞
働
者
間
の
關
係 

.
に

精

細

な

る

注

意

を

拂

ひ

、

勞

働

者

使

用

人

等

が

"

苟 

ぐ
も
不
利
不
自
凼
の
地
に
立
つ
が
如
き
こ
ヾ」

な
か
ら
し 

め
ら
れ
ん
こ
ビ
是
れ
な
6

0
蓋

し

削

體

加

入

の

# ：
-
法

を 

許
す
云
ふ
其
團
體
を
代
表
し
て
、
保
險
料
金
の
納
入 

其
他
の
事
務
を
、
直
接
に
管
掌
す
可
き
も
の
は
"
工
場 

中
：又
は
其
代
理
激
た
る
可
し
ビ
想
像
し
て
可
な
る
や
R
 

思
は
る
、
が
、
從
來
我
邦
の
X

場
其
他
多
數
勞
働
者
を 

使
用
す
る
處
に
は
、
_兎
«

面
&

か
&

ぬ
噂
?>
6

て
-
例 

へ
ば
、
，貯
金
獎
蹄
典
他
の
美
名
を
籍
3

て
、
.勞
飯
の
一 

.部
女
精
立
て
し
め
，

1

定
の
期
間
を
勸
績
せ
ず
し
て
-v 

.解
雇
を
_
出
づ
る
潘
ナ
に
は
、
種
々

.な

る
ロ
實
を
設

け

て 

挪
戾
を
了
せ
ず
、
，以
て
楚
留
策
な
る
も
の
、1

端
ど
な 

す
が
如
き
こ
ど
ぁ
办
^

云
ふ
、
街
上】

片
の
噂
、
深
く 

‘典
由
來
を
辉
&

ざ
れ
ば
、
眞
偽
は
元
ょ
$

保
す
可
か
&
. 

ずV
J

雖
も

、

火
の
な
き
處
に
煙
立
た
ざ
.る
道
驵
な
‘れ
忒
.

#;
七

號

ニ

八

fi
舄
保
險
法
案
の
下
に
園
體
加
入
の
便
法
を
梂
る
に
當 

办
"
特
R
•此
間
の
消
息
を
明
か
に
し
"

M
生
勞
働
救
狹 

方
間
の
誤
解
字
違
等
の
根
絕
を
期
せ
&
る
、

は

、w
ic 

勞
働
者
使
用
人
の
利
益

.

た
る
に
止

.

ら
ず
，
實
に
此
折
角 

一
の
便

法

が

"

永

く

好

評

を

博

す

る

所
以
な
る
な 

|

猶
ほ
_

體
加
入
の
便
法
に
伴
ふ
缺
點
は
、
永
く
會
»
 

丁
；場
其
他
に
動
續
し
て
、
願
體
保
險
の
利
益
に
均
霈
サ 

一
る
#

力

1
旦
職
を
辭
し
て
11
體
外
^

出
づ
る
^

き
は 

忽
に
し
て
其
利
益
を
失
ひ
、
然
か
も
自

&

保
險
に
加
入
. 

せ
ん
に
は
、
年
齡
遙
か
R

進
み
た
る
爲
め
、
不
利
な
る

. 

條
件
を
甘
受
せ
ざ
る
可
か
&

ず
ビ
云
ふ
不
便
を
見
る
點 

|

な
れ
ば
、
此
缺
點
を
除
く1

法
ヾ」

し
て
、
斯
る
人
，々
に 

一
對
し
て
は
、
園
體
加
入
卷
の

1

員V
/
J

な
れ
る
其
時
ょ

-

^
 

獨
立
加
入
し
、
爾
來
繼
續
し
來
れ
る

遨

し
て
對
遇
し 

新
れ
に
證
券
を
交
附
し
て
、
其
利
益
を
持
續
せ
し
む
る 

が
如
き
使
法
を
、
設
け
ら
れ
ん
こ

ど
を
截
ま
ざ
る
を
得
' 

.ず
"(

此
等
の
諸
點
は
、
或
は
旣
R

、
法
案
又
は
施
行
細 

則
中
に
規
定
し
办
る
や
も
知
れ
ざ
れ
ど
、
K

消

息

：明

か

な
ら
ざ
る
が
故
に
、
暫
く
附
記
し
て
注
意
を
乞
ふ
も
0
.
. 

な
^
0
O

.
最
後
に
，
上
述
の
如
き
修
正
追
補
を
な
す
も
，
猶
ほ 

疑
^

し
て
殘
る
點
は
"

此
保
險
に
依
$

て
利
益
を
得
る
. 

者
は
、
下
級
人
尻
中
は
て
も
ノ
比
較
的
裕
か
な
る
潘
に 

Jh
6

、
ff
l
l
:會
の
下
層
•に
沈
澱
せ
る
、
例
ぺ
' «
1
部
の
荷 

揚
人
夫
の
如
き
純
然
た
る
細
民
は
、
.終
に
其
利
益
に
浴 

す
る
こV」

能
は
す
マ」

云
ふ
、
遺
憾
を
見
る
こ
^
な
き
や 

否
や
な
6

0
歐
洲
各
國
が
、
社
食
政
策
の
他
の
保
險
に 

於
て
"

任
意
加
入
の
制
度
を
棄
て
，
强
制
加
入
の
制
度 

を
猓
用
す
る
に
茧
ぅ
れ
る
經
驗
に
徵
す
れ
ば
、
此
は】 

個
の
推
测
れ
る
に
业
ま
ら
ず
"
早
晩
事
實
ビ
し
て
現
は 

る
可
き
や
必
せ
A

O
即
ち
簡
易
保
險
を
、
任
意
加
入
ビ 

し
た
る
に
伴
ふ
必
然
の
結
果
に
し
て
、

一
部
識
潘
間
に 

反
對
論
わ
ぅ
ビ
云
ふ
興
主
た
る
原
因
は
"
必
ら
ず
や
此 

咎
わ
る
べ
く
"

佘
輩
が
秘
か
に
"

强
制
加
入
制
度
の1 

日
も
早
く
實
行
せ
ら
れ
ん
こ
ビ
を
M

む
理
由
.も
、
芡
れ 

實
に
此
處
に
：存
す
る
な
れ
ど
も
、
然
か
へ
も
，
' 我
邦
今
日

の
事
情
を
以
て
じ
て
.は
、
未
だ
遽
か
に
典
實
施
を
迫
が 

難
く
察
せ
ら
る
..

>

 

が
故
に
.、
今
歌
て
究
き
を
政
府
に
欺
' 

め
す
。
却
つ
て
政
府
#
叫
局
者
が
他
日
强
制
保
險
を
施
行 

す
る
こ
マ
し
6

る
可
し
ど
云
ふ
、
其
意
嚮
を
諒
ビ
し
、
如 

上
の
修
正
追
補
を
希
蕻
す
る
杞
止
む
。
即
ち
眞
に
已
む 

を
得
ず
マj

思
惟
す
る
が
爲
め
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
、
此
保 

險
の
實
施
に
依
う
て
"

相
當
の
經
驗
を
a

み
た
る
■其
曉 

R

於
て
3
一
 

旦
事
情
の
許
す
可
き
も
の
3>
る

を

晃

ば

"
直 

ち
に
强
制
保
險
に
移
う
て
事
に
遺
漏
な
き
を
期
す
可
き 

盘

-°
是
rl
政

府

當

局

者

の

職

に

し

て

"

文

れ

實

は

我

同
 

胞
の
*

な
う
ヾ
し
信
ずo

孟
子
日
く
是
使
K

養
生
喪
死
無 

慽
也
養
生
喪
死
無
慽
王
道
之
始
也
气
•鬚
者
幸
に
之
を 

記
せ
よ
。

第
九
,

(

八
一
三)
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報
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' 

錄
ン
l l
f
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n

l
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